
高知大学修学支援基金規則 

平 成 28 年 ６ 月 １ 日   

                            規 則 第 ９ 号 

最終改正 令和６年９月 27日規則第 38号 

（設置） 

第１条 国立大学法人高知大学（以下「本学」という。）に基金を設置し、設置名称を高知

大学修学支援基金（以下「修学支援基金」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 修学支援基金は、修学が困難な学生等への修学支援に資することを目的とする。 

（修学支援基金の構成） 

第３条 修学支援基金は、次の資金をもって充てる。 

(1) 一般資金 使途を特定しない寄附金（現金及び有価証券をいう。以下同じ。） 

(2) 前号に規定する資金から生じる運用益 

 （修学支援基金の管理） 

第４条 修学支援基金の管理は、学長が行う。 

２ 管理は、他の寄附金と独立して行うものとする。 

（事業） 

第５条 修学支援基金は、第２条に規定する目的を達成するため、以下の事業の用に供す

るものとする。 

(1) 次に掲げる事業であって、経済的理由により修学が困難な学生等に対するもの 

イ 授業料、入学料又は寄宿料の全部又は一部の免除その他学生等の経済的負担の軽

減を図るもの 

ロ 学資を貸与又は給付するもの 

ハ 教育研究上の必要があると認めた学生等による海外への留学に係る費用を負担す

るもの 

ニ 学生等の資質を向上させることを主たる目的として、学生等を教育研究に係る業

務に雇用するために係る経費を負担するもの 

ホ 外国人留学生と日本人学生が共同生活を営む寄宿舎の寄宿料の減額を目的として、

当該寄宿舎の整備を行う場合における施設整備費又は民間賃貸住宅等を借り上げて

当該寄宿舎として運営を行う場合における賃料の一部を負担するもの 



(2) 個々の学生等の障害の状態に応じた合理的な配慮を提供するために必要な事業で

あって、障害のある学生等に対するもの 

２ 前項に規定する事業に関する必要事項は、別に定める。 

３ 第１項第１号ロに規定する貸与事業の実施に充当するために支出された金銭であって、

当該貸与の結果として、被貸与者より金銭が本学に対して償還された場合にあっては、

当該償還された金銭は、再び修学支援基金に帰属するものとする。 

（運営委員会） 

第６条 修学支援基金に関し、次の各号に掲げる事項を審議するため、高知大学修学支援

基金運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。 

(1) 修学支援基金の活動計画の作成に関すること。 

(2) 修学支援基金の予算決算に関すること。 

(3) 募金活動の方針及び実施に関すること。 

(4) 寄附者に対する謝意表明に関すること。 

(5) その他修学支援基金に係る管理運営に関すること。 

２ 運営委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 理事 

(3) 学外の有識者のうちから学長が委嘱する者 若干人 

(4) その他学長が必要と認めた者 若干人 

３ 前項第３号及び第４号の委員の任期は、学長がその都度定める。 

４ 運営委員会に委員長を置き、学長をもって充てる。 

５ 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。 

６ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名した

委員がその職務を代行する。 

７ 運営委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

８ 運営委員会の議事は、委員長を除く出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、委員長の決するところによる。 

９ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことがで

きる。 

（事業年度） 



第７条 修学支援基金の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月 31日までとする。 

（運営費） 

第８条 修学支援基金の運営に必要な経費については、原則として修学支援基金（国立大

学法人高知大学における余裕金の運用益の活用に関する要領（平成 23年役員会決定）第

４条に規定する運用益を優先）をもって充てる。 

２ 前項の経費については、毎年度その予算及び決算について運営委員会の審議を経るも

のとする。 

（寄附金の受入れ及び管理） 

第９条 寄附金の受入れ及び管理については、この規則及びこの規則に基づく細則等で定

める場合を除いては、高知大学寄附金受入及び経理事務取扱規則の定めるところによる。 

（監査） 

第 10条 文部科学大臣への明細書の提出にあたっては、監査を経た上で提出するものとす

る。 

２ 監査に関し必要な事項は、運営委員会が別に定める。 

（情報の公開） 

第 10条の２ 修学支援基金に関する次の各号に掲げる書類（これらの書類に記載すべき事

項を記録した電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識する

ことができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供され

るものをいう。）を含む。）について備え置き、閲覧の請求があった場合には、正当な理

由がある場合を除き、これらを閲覧に供するとともに、インターネットの利用その他の

情報通信の技術を利用する方法により提供するものとする。 

(1) 修学支援基金の名称、管理方法及び寄附金の使途を記載した書類並びに当該書類の

閲覧方法及び保存期間を記載した書類 

(2) 前条の明細書の写し 

２ 前項に規定する書類は、国立大学法人高知大学法人文書管理規則に基づき保存し、そ

の保存期間は５年間とする。 

（事務） 

第 11条 修学支援基金に関する事務は、広報・校友課及び学務部学生支援課が担当する。 

２ 修学支援基金の財務及び会計に関する事務の取扱いは、この規則に定めるもののほか、

国立大学法人高知大学会計規則その他の規則の定めるところによる。 



（雑則） 

第 12条 この規則に定めるもののほか、修学支援基金に関し必要な事項は、運営委員会が

別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成 28年６月１日から施行する。 

２ 平成 28年度の事業年度は、第７条の規定にかかわらず、平成 28年６月１日から平成

29年３月 31日までとする。 

   附 則（令和４年３月 30日規則第 104号） 

 この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年３月 29日規則第 91号） 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年９月 27日規則第 38号） 

１ この規則は、令和６年９月 27日から施行する。 

２ この規則の施行日前に修学支援基金に受け入れた寄附金のその用に供する事業につい

ては、この規則による改正後の高知大学修学支援基金規則第５条第１項の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。 


